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事事例例 22--11--1144：：株株式式会会社社藤藤川川石石油油  

「「事事業業承承継継でで地地域域へへのの思思いいをを受受けけ継継ぎぎ、、地地域域住住民民のの生生活活やや産産業業をを支支ええ続続けけるる企企業業」」  

・所在地：北海道豊浦町 ・従業員数：６名 ・資本金：1,000万円 ・事業内容：その他の小売業 
 

地地域域のの住住民民、、主主要要産産業業をを支支ええるる同同社社のの事事業業をを継継続続ささせせるるたためめ、、承承継継先先をを模模索索  

北海道豊浦町の株式会社藤川石油は、ガソリンスタンド（以下、「SS」）を運営する企業である。特にホタテ漁

の船舶への燃料供給は、地域の主要産業を支える重要な役割であり、同社の経営基盤となっている。また、同社は

燃料を販売するのみならず、ストーブの修理など地域住民の小さな困り事にも対応する、地域に欠かせない「安

心」を提供する存在だ。しかし、2015年、当時の社長である藤川幹夫会長が 60歳を迎えたことをきっかけに、今

後も事業を継続していくための事業承継を考え始めたが、親族、従業員に後継者がおらず、承継先の選定は困難を

極めていた。このまま後継者が見つからなければ、今後廃業に追い込まれ、地域住民の生活や地域産業に多大な影

響を与えてしまうと考えた藤川会長は、2020年に北海道事業承継・引継ぎ支援センターに相談した。 

地地域域へへのの思思いいでで意意気気投投合合、、北北海海道道事事業業承承継継・・引引継継ぎぎ支支援援セセンンタターーののササポポーートトをを受受けけてて事事業業承承継継をを実実現現 

藤川会長は、同センターの糀屋剛承継コーディネーター（以下、「CO」）と豊浦町のために事業を継続してくれ

る人を探していたところ、北海道美唄市の株式会社ミウラ商会で SSを経営していた三浦洋範社長に縁あって出会

うことができた。三浦社長は、過疎地域におけるエネルギーの持続的な供給を業界全体の課題として認識してい

た中、自身も地域の供給網を守るべく何か貢献できないかと思案していた。豊浦町を支えていきたい藤川会長は、

地域の助けになりたいと思う三浦社長と、2021年８月の相談当初からすぐに意見が合致。糀屋 CO が「承継が決ま

る前から一歩踏み込んで、引継ぎ後の同社を残していくための具体策について話し合われているのが印象的だっ

た」と話すとおり、両者は事業承継の相談段階から、従業員の働き方、給油方式、資金の回収方法などの経営ノウ

ハウについて話し合いを重ねてきた。三浦社長は、単に美唄市での経営方法を持ち込むのではなく、豊浦町の地域

性を考慮した経営方法を模索。特に藤川会長からの顧客情報の引継ぎにはじっくりと時間を掛けて丁寧に取り組

み、2024年３月に承継の手続きが完了した。現在は事業を引き継いだ三浦社長を中心に営業を行っているが、藤川

石油という名前で地域に育てられた思いから、承継後も社名は残した。 

地地域域をを思思うう心心をを受受けけ継継ぎぎ、、ここれれかかららもも北北海海道道ののエエネネルルギギーー供供給給問問題題にに立立ちち向向かかうう  

三浦社長が藤川会長の思いを受けて事業を引き継いだことにより、住民をはじめ、漁業関係者や企業など、同社

は地域に引き続き「安心」を提供できている。特に、主要産業であるホタテ漁の船舶への燃料供給をストップする

ことなく、今後も安定して供給できる体制を継続させたことは、豊浦町の地域経済の持続的発展に大きく貢献し

ている。現在は、一刻でも早く豊浦町になじむため、進んで店頭に立つほか、街中を回り、地元住民と積極的にコ

ミュニケーションを取るなど顔を覚えてもらうために奔走している。「まずは愚直に仕事に取り組むことで引き続

き地域から信頼される SSでありたいと思う。これからも北海道内に困っている SS があれば引き継いでいき、エ

ネルギー供給をはじめ、地域になくてはならない SSを守っていくことに貢献したい」と三浦社長は語る。  

   
三浦洋範社長 同社外観 地域住民との交流 

2025 White Paper on Small Enterprises in Japan180
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